ＮＰＯフェアレーテング（2009年度）
公開シンポジウム：「格付け１００年の歩みを今日の問題として考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：ＮＰＯフェアレーテング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催：日本財務管理学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：証券経済学会関東部会
〈趣旨〉
アメリカで格付けが始まってから今年で100年目を迎えます。この時に当たりNPOフェアレーテングは、「格付け100年の歩みを今日の問題として考える」をテーマにシンポジウムを開催いたします。
格付け100年の歴史の歩みのなかで、今日ほど格付けの重要性が高まってきている時代がないと考えられます。しかし、今日ほど格付け会社の格付け手法等への批判、格付けについての情報の質の信頼性を揺るがしている時代もないと思われます。なぜなら、この度のアメリカのサブプライム問題に関連し、住宅ローン債権を裏付けとする証券化商品を中心に大量かつ大幅な格下げが2007年7月に発生し、格付けの信頼を大きく揺るがしているからであります。その影響は、アメリカの投資銀行経営を行き詰まらせ、2008年9月15日のリーマン・ブラザーズの経営破たんを契機とする世界的な株価下落、金融危機を発生させました。
この度、米国、欧州連合（ＥＵ）ならびに日本の金融・証券規制監督当局は、格付け会社と格付けについて規制の強化または導入を検討しています。
本シンポジウムでは、100年の格付けの歩みのなかで、格付け会社を含む格付け100年の歴史的意義、いま格付けの何が問題なのか、そこでの規制当局の格付け規制の在り方がどうあるべきかについて公開討論会を開催いたします。
皆様方には奮ってご参加いただきたくご案内申し上げます。
〈日程〉
1、 期日：2009年12月5日（土）
２、場所；日本大学経済学部7号館2階講堂（ＪＲ水道橋駅下車徒歩3分）
３、時間：13：00～　　　　受　付
　　　13：30～　　　　基調講演
　　　15：30～17：00　パネルデスカッション
　４、懇親会：17：30～
５、参加費：無料、
但しパーティ参希望者は、懇親会費（3,000円）を受付にてお支払いください。
〈参加申し込み方法〉
下記宛にメールでお申し込みください。なお、懇親会の参加希望の有無も必ず表記ください。
三井秀俊（NPOフェアレーテーング理事、日本大学准教授）：fairrating1205@yahoo.co.jp
〈スケジュール〉
司会　田村香月子（関西大学）　　　
ご挨拶　
１3：30～13：40　　黒沢義孝氏（NPOフェアレーテング代表・日本大学）
第1部 基調講演
13：50～14：20
　「格付けに関する金融商品取引法の改正：その考え方と背景」
　　　　　　　　　　　　　　　　有吉　尚哉氏（弁護士：西村あさひ法律事務所）
14：20～14：50

　「証券会社の目から見た格付け規制」　
東　正憲氏（野村證券キャピタル・マーケット部
マネージング・ディレクター）
14：50～15：20

　「我が国格付会社の国際的認証を求めて－交渉当事者の証言－」
原田　靖博氏（格付投資情報センター特別顧問）
15：20～15：35　休　憩
第2部 パネルデスカッション15：35～17：00

コーデネータ：江川由紀雄氏
パネラー
大村　隆博氏（ウェスタン・アセット・マネジメント・
投資運用部・ポートフォリオ・マネジャ－）
徳島　勝幸（ニッセイ基礎研究所）
森田　隆大氏（前ムーディーズ・ジャパン・マネジングディレクター）
原田　靖博氏（格付投資情報センター特別顧問）
有吉　尚哉氏（弁護士、西村あさひ法律事務所）　
東　正憲氏（野村證券キャピタル・マーケット部マネージング・ディレクター）
17：00～17：10　閉会の挨拶　　　　　　箕輪　徳二（埼玉大学）
17：30～　　　　懇親会　　　　
当館（経済学部7号館）の最上階
担当責任者
　　箕輪徳二（NPOFR理事・埼玉大学）：minowa@eco.saitama-u.ac.jp
　　小山明宏（NPOFR理事・学習院大学）：Akihiro.Koyama@Gakushuin.ac.jp
